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卓一一家族の者

たちがともに集

い、食事をとる場所一

ーは家庭の象徴とも言

えます。そこには、父

母と子イ共たちがいて、

日々、さまざまな喜怒

哀楽が交差し合う一家

団繁の場です。しかし

同時に、家族それぞれの成長や変化、あるいは何らかの

トラブルに家族が巻き込まれたとき、一転して食卓は家

族の闘争、崩壊の場にもなりえます。普段、何気なく座

っている食卓も、世代と個性の違う人々が、それぞれに

社会との関わりをもちながら、いっしょに暮らしている家

において、実はきわめて微妙なバランスによってその均

衡が保たれているのかもしれません。

「たしかに私は、あの浅間山荘事件に刺激されてこの

作品を書きました。しかし、構成は全てフィクションで

あり、実在のモデルがあるとすれば、それは私の内部に

あるものでした。私にぺンを取らせたのは、現代のどの

層にもある、社会対家庭の問題なので、主 J '79年に出版

(来fE朝社)された同名小説、原作者の円地文子のことばです二

この映画は、その食卓がバラバラにぶち壊されるほど

の事件に直面した、その家族の、その父親の、ドラマです。

台となる鬼童子信之の家は、長男・乙彦のあの事

件から、一年が過ぎていた。事件直後、犯人の一

人の家として鬼童子家は世間の非難の嵐の中に晒された。

数々の投書や中傷、夜中に石を投げ込む悪質な嫌がらせ

さえもあったが、時の過ぎた今、世間は;令静を取り戻し

ている。しかし、信之の家には壊された窓ガラスのひび

比人上に大きく、複雑なひびが残されていた。妻の由美子

はノイローゼとなり、入院している。長女の珠江は婚約

を解消され、その明るい性格に暗い影を落している。浪

人した次男の修は全てに白けきっている。ひとり食卓に

つく信之の脳裏にさまさぷな思いが浮ぶ。信之は世間の
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